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図１：NCゲルの予想される構造 
（文献[2]より引用）。 

 

 

図２：各成分の D2O 分率による散乱長密度。コン
トラスト変調実験の測定点を丸で示している。 
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図３：散乱強度から分離された各成分の部分散乱関
数．それぞれ●Scc :クレイ・◆Spp : 高分子・△Scp :ク
レイ-高分子間クロスタームの部分散乱関数を示す。 
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